
資　　料

地質調査所月報，第36巻第U号，p．637－651，1985 564（521．22）

筑波研究学園都市のボーリングコアから得られた貝化石

磯部一洋＊・大山　桂＊＊・宇野沢昭＊・遠藤秀典＊・岡　重文＊＊＊・相原輝雄＊

IsoBE，L，OYAMA，K．，UNozAwA，A，，ENDo，H．，OKA，S。and　AIHARA，T。（1985）Molluscan

　　fossils　from　core　samples　drilled　in　the　Tsukuba　Science　CityンIbaraki　Prefecture。B配乙（穿60乙

　　3μ7∂．」α卿，v・1．36（11），P．637－651．

1．はじめに

　茨城県南部にある筑波研究学園都市は，東を桜川低

地，西を小貝川低地によって限られた筑波台地上に建設

され，昭和54年度に概成をみた。地質調査所では，昭和

56年度から59年度まで，筑波研：究学園都市の地質の調査

・研究を行った．

　筆者らは，本研究の一環として，筑波台地の深度60

m以浅の地質層序を解明するために，連続試料採取に

よる層序ボーリング5本を実施した．本稿においては，

層序ボーリングによつて得られた貝化石とその産出頻度

について報告する．

　筑波・稲敷台地ないし霞ヶ浦周辺の露頭や工事現場か

ら採取された貝化石に関する報告は，小林（1925）・大炊

御門（1935）・菊地・館野（1962）・真野（1965）・馬場・青木

（1972）・倉持ほか（1974）・菅野ほか（197811980）などと非

常に多い．しかし，筑波台地付近の地下に伏在し，地表

部では観察できない下位層準からの貝化石の採取は，ボ

ーリング試料に頼らざるを得ない．これまで，当地域に

おけるボーリングコアから得られた貝化石の報告は，青

木ほか（1980）・青木・馬場（1981；i982）があるが，オー

ルコアによった報告は今回が最初である．

　試料中の貝化石の同定は，招へい流動研究員である大

山によって行われた．国立科学博物館上野輝彌博士には

魚類，同武田正倫博士には甲殻類特にカニ類の同定をお

願いした．さらに，本研究を進めるに当たり，坂本亨地

質標本課長からは種々の援助を戴いた．以上の諸氏と鳥

羽水族館に，謝意を表する．

＊環境地質部

＊＊元所員（現鳥羽水族館）

＊＊＊元所員

2．　資料の作成と地質の概略

　層序ボーリング5本を，第1図に示す5箇所で掘削し

た．採取コアの全長282．4mのうち，約40％に当たる

113mのコアに貝化石ないし貝殻の砕片が含まれてい

た．そこで，貝の密集帯についてコアを長さ5－78cm，

平均29cm，30試料に切断し（第1表），このうち飴試料

については，径1mmの飾を用いて水洗により砂泥を除

去した後に，貝殻を拾い出した．大山が，これら28試料

に含まれる貝化石すべてと，GS－TS3－3と4－4の2試

料については，二つに縦割したコアの断面で見られる貝

化石について同定を行い，磯部がその産出頻度を求め

た．

　ボーリング5本と地質柱状概略図と各試料の採取位置

を第2図に示す．筑波台地は，陸成層と海成層がサイク

リックに変化する下総層群と，それを不整合に覆う厚さ

1－2mの立川・武蔵野ロームからなる新期ローム層

（Lm）によって構成される．

　下総層群上部（Su）に発達する厚さ5m前後の砂礫層

（sg）は，GS－TS2号で標高一32m，1号で一27m，3号

で一28m，4号で一13mおよび5号で一15m付近にみ

られ（第2図），いずれも貝化石を産出しない．本砂礫層

は，礫径3cm前後の亜円礫を主体とし，礫種には流紋

岩および火砕岩・安山岩・砂岩・チャートが多く，鬼怒

川水系の礫種組成に近い．また，地耐力の大きな砂礫層

が，筑波研究学園都市付近でも大型建築物の支持層とな

るために，これらの砂礫層まで達した地盤調査ボーリン

グ資料が多い．

　GS－TS2号ボーリング（第2図）では，厚さ3cmの白

色軽石層（Km2）が標高一23．2mの陸成層中に含まれる．

斜方輝石の屈折率の測定結果から，龍ヶ崎市佐貫町で実
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群

　　　　　　　第1図　層序ボーリングの位置図
「この地図は，国土地理院発行の5万分の1地形図（土浦〉を基図に使用したものである」

蓑

施されたGS－RU1号ボーリングの標高一14．6m付近の

C層（上泉層）基底部に含まれる軽石層（黒田ほか，1985）

に本層は対比される．

　下総層群の最上部は，中村・福田（1953）による常総粘

土層および龍崎砂層と呼ばれる陸成層に相当し，貝化石

を産出しない．最近宇野沢ほか（1983）は，陸成層の中に

挟まれる4枚の軽石層を鍵層とし，これらの陸成層を常

総層（Jo）として再定義した．常総層は，成田層や木下部

層などと呼ばれる下総層群の最上部海成層を整合に覆

う．なお，筑波台地に分布する成田層およびそれより下

位層に関する層序区分は，未解決な部分が残されてお

り，第2図では下総層群上部（Su）とした．

　低地の地質は，古鬼怒川水系の砂礫層（池田ほか，

1977）の発達する桜川低地と，筑波台地の小河川沿いの

花室川低地とでは明瞭に異なる．GS－TS4号ボーリン

グは，桜川低地のうち筑波台地に接した微高地で実施さ

れた．基底部に厚さ1．15mの砂礫層をもつ谷埋の堆積

物の中から，1℃年代測定のための腐植土2試料が標高

6．7mと2．9mを中心に採取された．年代測定結果は，

上位試料の年代が30，540±2，300y．B．P．（GaK－11587），

下位試料のそれが＞30，480y．B。P．（GaK－11590）であっ

た。従って，鈴木（1980）による協和層（Kw）に対比され

る．一方，花室川下流部低地で実施されたGS－TS5号

ボーリングによれば，全体に泥質の谷埋の堆積物が卓越

する．標高一1，9mには厚さ5cmのガラス質のAT火

山灰層（町田・新井，1976）が含まれ，それより9cm上

から採取された腐植土の1ね年代測定結果は，19，800±

470y．B．P．（GaK－11591）であり，AT火山灰層の形成年

代と一致する結果が得られた．従って，本層は鈴木ほか

（1981）による下大島層（So）に対比される．

3．同　定結果

　今回同定された動物化石のうち，軟体動物（貝類）を第

2表に，軟体動物を除く他の動物を第3表に示す．全体

で239種の動物化石が同定され，その大部分は海棲種で，

2，3の汽水棲種を含む．種の配列順は，第2表では肥後

（1973），第3表では内田（1972）に従い，また種名は

OYAMA（1973）などによった．

　軟体動物化石のうち，斧足綱（二枚貝）が110種と最も

多く，腹足綱（巻貝）105種，掘足綱（ツノガイ）5種およ

び多板殻綱（ヒザラガイ）1種と続いている（第2表）．こ

れに対し，他の動物化石は18種と少ない（第3表）．な

お，この中にはメジロザメ属（Cα76hα7h∫綴3sp．）の歯と硬

骨魚綱の脊椎骨（1関節分長さ約1．5mm）も含まれる．
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筑波研究学園都市のボーリングコアから得られた貝化石（磯部一洋ほか5名）
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　軟体動物化石の産出頻度にっいては，40％以上を饒産

VA，40％未満一15％以上を多産A，15％未満一3％以上を

普通産C，3％未満を少産Fのように表現した．ボーリ

ングコア試料であるため，採取量が著しく限定され，同

定数100未満の試料が17もあった．そこで，1％未満の稀

産のものについては特に区分せずに，Fに含めた．な

お，腹足綱と斧足綱に属する貝化石は，前者が殻頂部や

口部の揃った貝殻を，後者は殻頂部のほぼ揃った貝殻2

枚をそれぞれ1個体として集計した．

　軟体動物化石を除く他の動物化石（第3表）について

は，同定された個数（爪などの特定部位の砕片の場合が

多い）による産出頻度を相対的に多産＋＋および少産

＋と区分した．

　以下では，第2表と第3表による貝化石の産出頻度の

特徴について，若干の説明を加える．（1洞定された貝化

石種の組成は，現在の鹿島灘の海況より多少冷たい仙台

湾から内浦湾にかけた浅海域の細砂一砂質泥底の生息貝

類と同様の種が多い．このような北方系統の動物化石

は，概ね下位層準により卓越するとともに，生息深度の

大きな沖合型に変わる．

　（2）動物化石の種類数は，地域・層準による違いを反

映して試料毎に著しく変化する．ボーリングコアから貝

化石を取り出した28試料のうち，GS－TS2－2試料が79

種と最も多く，GS－TS3－2試料が4種と最も少ない．

ただし，コア断面の同定のみ実施したGS－TS3－3と4－

4試料ではわずか1種である．

　GS－TS3号の厚い砂礫層（sg）より上方で得られた3

試料はともに種が少なく，薄質殻のRα釦（R昭6」妙5）

クoたo加耀π爵が卓越する．また，3試料の採取位置より上

方の標高一7．2m付近にも同種の貝化石が認められた．

　（3）各試料には，露頭から採取された試料に比べ，大

型貝化石の種類が少ない．また，同定に耐えない大型の

二枚貝化石の砕片も多かった．これは露頭試料に対しボ

ーリングの試料という採取方法の違いによるものと考え

られる．後者による試料であるために，大型の二枚貝，

例えば勘加」α（翫μ406α漉灘）5α6h誠π6癖5の幼貝や小型

の巻貝，例えばハ4ゴ舵磁（叛伽6磁）わ凝η磁などが多く含

まれていた．

　（4）勘露％」α　（ノな6μ406α7漉μ規）　5α6hαJi％π5露とん70π翅α

∂6ημ」・5αは，試料GS－TSHから1－9に多く産出し，

L顔ηo徽60π66π痂側糀とκα60規α♂o砂06π5露はGS－TS2－1か

ら2－4の各試料に産する．青木・馬場（1978）によれば，

前者は霞ヶ浦地域における木下部層C群集，後者は上

岩橋部層B群集をそれぞれ代表する貝化石とされる．

　（5）複数ボーリングの特定層準から採取された化石種
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第2表　層序ボーリングのコアから産出した軟体動物化石の種類と産出頻度

種　　類　　名

試　　料　　名

Polyplacophora

　み6hπo‘h伽sp．…・

Gastropoda

　Rα∫8」醸吻（（7hf館α伽6α）勿g鵠α6α（DUNKER）ヒメコザラ

　L吻」α吻（L加」α磁）勿9那α6α（YOKOYAMA）

　ヒノデシタダミ　………　9

　Mゴπo磁（ル漉o磁）銀みαπ9ぬ♂αKuRoDA＆HABE

　カドコシタカシタダミ…・

　E箆銘α∫αρo競αADAMS（A．）ハグルマシタダミ

　L∫∫50∫83如5067∫πα（ADAMS（A．））イトコシタダミ……

　温oη2αJoPo7ηαωηηi螂5ガ’α戯η3（GOULD）

　エゾサンショウガイ………・

　Hoηzα‘oρo彿αsp．

　S翔雄乞‘oJα弄濯o彪（YoKoYAMA）…………………　一

　オ」∂伽∫α‘oπ‘∫π加ADAMS（A．）タマツボ………………

　勘漁sp。…・……D………・……一

　〇67露h‘4θoρ3’5sp．

　・8認伽磁βoπα傭（BRUGUIERE）イボウミニナ

　Bα∫∫JJα7彪mμ」妙b7規魔（LISCHKE）ウミニナ…………一

　1）宛」‘z　sp．

　Eμ」加αo紹ω厩YOKOYAMAハナゴウナ…………・…

α卿ぬ（B・5妙卿ぬ5）9繊吻π・3αKURODA＆HABE
　クルスガイ…………　・

　0π観雄8繍灘（REEVE）キヌガカサガイ

彫露・痂魏（∠6廊6α」α）sp．

　五ψ露o漉吻2（απ‘‘魏α」α）6鷹祝ψ戯規（SOWERBY）

　タテヨコイトカケー・……………・…………………

砺」・痂規（α励56吻）sp．

　Naticidae　gen．et　sp。indet．

　τ7ゴ6ho♂70ρ乞3（ゆh漉08）麗漉‘α吻α♂αSowERBYネジヌキ…

　L観α紘pぬ（PILSBRY）タマツメタガイ………………

　魏∂観∫α（（｝Jo∬側」砿）協吻窺α（R6DING）ツメタガイ・・

GS－TS1

1234567891011
GS－TS2

1　2　3　4　5

GS－TS3

1　2　3　4

F

F

F

F

F

F

F

C

F

F

F

F　F

F

F

F

F

F

F　F　F

F

F

F　F

C

F

GS－TS4

1　2　3　4

GS－TS5

1　2　3　4　5　6

F

F

F

F

F

C

愚

璃

劃

隣

ヨ

血

鼎
即

藩

ま

鎌
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種　　類　　名

試　　料　　名

象鐙咳劣審吻鯉磁遥悠マE曾艶．髭無鰍＿。．．

Toπηα」％’805Joηα（KOSTER）ヤツシロガイ…………

T70ρhoπ（Bo760‘70ρhoπ）‘αη襯αゐ7撹η3（REEvE）

ツノオリイレー………………・……………………

ハ4ゴ舵磁（ル腕78磁）6観π‘♂α（GOULD）ムギガイ……・・

協磁（Zπ伽伽」」α加伽（NOMURA）
スミスシラゲガイ………

ル魏76磁（勲40㎜臨8JJα）傭6h耀（SMITH）シラゲガイ

κ髭r8〃αsp．

∠4650ρ郡∫ψoπf‘麗GOULDコハナマツムシ…………

Sψhoπα」‘α伽o‘漉5（REEVE）トウイト……………　・

ハ砂♂観8α（β‘z76露oη彪）α7♂hプ露‘‘‘z（BERNARDI）

ヒメエゾボラ・・………………D…………………。

％勉加ψαρ6砂∫（JAY）モスソガイ………………・

丑痂α（R6∫∫側π薦5α）西3∫加（ROWYS）アラムシロ…

Z7鵡α（R厩6観郎εα）功μ76α（GOULD）ヒメムシロ…

T1露どα（R痂6観雄α）∫ψoπ加（ADAMS（A．））var．

キヌボラ……………………

T7髭彪sp，

〈砺5α7∫硲（ノWo♂加）♂∫∂85‘8郷（PHILIPPI）ムシロガイ

F螂∫π雄P648κ鷹（ADAMS（A．））ナガニシ…………

E硲漉螂sp．

OJ♂∂6磁力6吻（MARRAT）オオムシボタル

Olあ8JJαsp。

C伽‘8伽7‘α（動4ψh粥）功8πgJ躍απαDESHAYES

コロモガイ………………………・…・・

E♂α60りηηαsp．

Pα7α47ゴ1伽吻翻‘碗5ま5M凪IYAMAヒメシャジク

ん1罐7∫」伽枷oπ吻π5（SMITH（E．A．））

イボ’ヒメシャジク……・…・…………・……………

Zπ9π鏡07∫嵌り漉（SMITH（E．A．））モミジボラ……

吻臨070吻∫o痂KuRoDA＆OYAMA
ミガキモミジボラ…一・…
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種　　類　　名

試　　料　　名

合8堀06∫7㎜αノb1∫fJ磁♂α（SMITH（E．A．））ホソシヤジク

Pμ♂5α78JJα加ηαた加oη05（OTUKA）コゲシャジク………

S㈱04■ゴ1如486」’痂（v，MARTENs）トガリクダマキ…

ρρh∫04薦磁7π加魏3露（YOKOYAMA）

ミヤタクチナワマンジ………・

鰭認撫辮甥騨㌻蟹ユカ勲鯉：
ρクh‘o吻撒6JJαog脚απα（YOKOYAMA）

オグラクチナワマンジ・・………………■……………

P7・卿勿・纏襯（ONOYAMA）
ヨコヤマニヨリマンジ・・………………・……………

掘伽88伽磁5h妙8漉DUNKERスソチヤマンジ

夢饗輿（舞α鱗！惣鞭突．鮪烈憎鰍＿．．．．＿。．．

καπ98」‘‘z　sp．9・　9一　・　・

八8μ吻7hψh髭o勉αh碓αgoπα傭（REEVE）

ムカドケボリクチキレ・・………………9……………

凸6μ407hごψん露o勉αsp，・。・・一一一一一・一・9・・一・。・・一。一一一9

αα’h獅8伽（Eケ㎜o卿）5μ6翻7鈎η庸（SMITH（E。A．））

ヌノメシャジク……・………・…・…・・……………・…

禦轡野α珍惣勢勲禦鰹≦無黙Xλ＿。．．＿＿

ムろo盈8湧rα（乃∫∫だ‘8励勉）翻60毎πα（YOKOYAMA）

コゲチャタケ…・……一……・……・………一9……

ハ融4露酩8ゐ7α（ハ石04漉r86rα）800彪如鰯∫5協齪∫α

（YOKOYAMA）ヒロウネトクサ………………………

S’7∫o∫8励7麗η2（S躍o伽8み躍η3）躍ゐ敵∫漉（SMITH（E．A．））

シラタケ……・・…………・一・…………＿。＿＿＿＿

S∫7∫o伽8ゐ1μ7π（（万π9μJo∫8渤勉渉轍σ漉（SMITH（E．A．））

ヒメキリガイ………………●●。…●…D…………9……

π観α（0伽〃α）86α7α肱（YOKOYAMA）

エバラクチキレ………・…一…・……………………

T∫6吻（0吻8〃α）鋤ゐ6」」α（ADAMS（A．））

クチキレガイ……………………・…………・……

丁訪躍池sp．一・一・・一…　一一一…　一・・…　一一一一・一。一一一・・一・一・

⑳川oJα6加8磁（ADAMS（A．））ホソクチキレ…………
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第2表っづき

種　類　名

試　料　名

融7πoJα躍み6∫π‘∫8〃αNOMURAコホソクチキレ

εγ魏oJαsp．り・一一　一・

肋・」α（H・・彫π・」α）sp．…

オ6伽・伽α旛sp・…”●9…’…”∵’…

L∫05∫oη2彪sp，・…　一・一一一一。一・一一一一一一一　一・・。・。・

Od・5∫・痂（04・吻痂）ゐ砲配・ザCLEssIN

オリイレクチキレモドキ…・…・…………・……一

〇403‘o痂α（0405∫oη吻）勧ψ砺αDALL＆BARTscH…一

〇40吻7η宛（Odo吻7η‘α）κ磁厩π爵YoKoYAMA　－

0405∫oη吻（0函05∫07漉α）躍6」加μ4α（YoKoYAMA）　…・

Odo5‘oη2彪sp．

04・5∫・痂（磁脚・痂）sp．…一一

〇405∫oη磁（Eoα」昭）go雇o漉5（YoKoYAMA）

ゴルドンクチキレモドキ…

0405∫07π彪（Eoα」8α〉sp．一一。一。・

0伽・痂α（掘鰯’h・）sp．……一…………・……一…

∠49α置加ゐ78鳩（YOKOYAMA）ホソミガキクチキレー・

απμ箆α（απ9伽α）’伽蜘P・LSBRY

ミスジヨコイトカケギリ…………………………・

Zμ160π沼α（Tμ760πh磁）’89α綴7砿παYoKoYAMA

テガヌマイトカケギリ…・・……………・…………・

Tμ・6・漉」」α（伽h8麗伽πα）sp．…・…………・…………

Tμ7ゐoπ〃」α（ゆ1go伽ψ105）5μゐμ侃5‘o吻‘αYoKoYAMA－

Tμ760π∫磁（Pα昭η20枷協α）ρ副6‘605翻勉αTOKUNAGA

フトスジイトカケギリ………・………・・…一………

孕勢望些羊ぞ響甲γ㌃罪響ザ酌憩Y査獣＿。＿．．．．

Tμ1ゐoπ沼αsp．

丁励・溜α（σ乃㎝η謝α）sp．……・…・………・一………

丁鉱7ゐoπ〃血（Dμπ舵7∫α）sp．一一一

30磁μ血（51∫噌o吻μ）5‘噌05α（GOULD）

コシイノミガイ…………………一……………

R∫πg蜘」α40磁7∫5Goumマメウラシマ…・…・………
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種　　類　　名

試　　料　　名

　R勉8加如クoた妙αη2厩TAKEYAMA
　ヨコヤママメウラシマ………………・

　R∫π9ど‘μ」αsp，甲。．

　R8臨α（σoJ60ρ勿廊）罐π伽αYAMANAKA
　ヒメコメツブガイ　…………　・

　∠46∫60漉α（1）6607診）gJoゐ05α（YAMAKAwA）

　マルコメツブガイ……………

　∠4‘♂60‘∫肱o砲た6胤5（YAMAKAwA）・…・………・………・・

　Rh加㎜∫o肋παgα∫（MAKIYAMA）トクナガマメヒガイ

　昂漉％灘g8π’4∫αGOULDキセワタ……

Pelecypoda

　N麗麗」α（Nμ6㍑」α）ραμ’祝」αADAMS（A．）マメグルミ

　∠46ぬ（717観6α6∫」α）∫π5憩π‘5GOULDキララガイ…

枷祝」απα（翫‘ぬηα）ク・左卿顧KURODA

　アラボリロウバイ……………………・

　3α6‘6〃αgor40漉5（YOKOYAMA）ゴルドンソデガイ……

　Sα‘‘8磁‘o脚α（HANLEY）ゲンロクソデガイ

　乃」協α（Cη8∫∫6磁規）πo∫α6ど傭YOKOYAMAフリソデガイ

孕型努レ（3響要難穿5）．鰹艦㌍猟曼．！舶＿一．＿。

　L伽oゆ5∫5（L加oρ5ε5）06吻襯ADAMS（A．）

　ナナメシラスナガイ………・

　L加oゆ5乞5（0ゐあ7ηo卿）ノ伽肋躍ADAMS（A．）

　シラスナガイー……一・

艶鍔修羊吸燃鱗！灘9f酪≦負？照轄！＿．＿＿一

　Po7♂87伽4α〃涙SMITH）シコロエガイー………・……・

　∠4‘α1ρ」加∫μ窺60η88π’∫μ彿（SMITH）イトココシロガイ…

オπα伽α（S卿hα繊）彪α89伽嬬（BRUGUI豆RE）

　クイチガイサルボウ……………・一・………………

　オ加4α7α（3‘αρhα16α）昭哲oω∫（DUNKER）サトウガイ

　∠塾7昭滅z7腐（S‘αρhα16α）δ70秘gh♂o漉（ScHRENcK）

　アカガイ……………一…・……………………………

　3配α1昭（磁」鰯6磁）ツ働π8醇昭（R．EEVE）ミミエガイ…

　8尻αr‘α（Dど4加α‘α7）66π867∫‘α（REEVE）マルミミエガイ
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第2表っづき

種　　類　　名

試　　料　　名

めピぬ56ぬ」∫∫LINNAEusキタノムラサキイガイ

ルf雄6μ」μ3（ルf硲躍」耐α）58πho螂宛BENSONホトトギス…

σゐ」α吻5（ChJα剛5）声π87故肋zα7αKURODAアカザラ…

P66魏（ム40∫o∂oJα）α」δ∫6伽3（ScHR6TER）イタヤガイ…

ん6勧（ハ4島μhoρ66勧）♂o砂06η∫乞3（TOKUNAGA）

トウキョウホタテ……………………………………

R86∫6π（ルf加hoρ6‘♂8π）ア85508π5なJAYvar．ホタテガイ

L加α磁h話04α’8競∫（TOKUNAGA）フクレユキミノ…

L伽痂（L伽痂）肋7・伽OYAMA
クロダユキバネガイ………………一………一・…

∠4πo雁α碗砺μ魏GRAYナミマガシワ…………………

ル哲oπ彪μ励oπ磁（GOULD）

シマナミマガシワガイモドキー………………9……

魏o吻‘π040惚辮郷α5h加α（YoKoYAMA）ベツコウガキ

05舵α48π56」α雁JJo躍LISCHKEイ汐ボガキ……………

05∫78α声∫α耀6π3∫3SEKIクロヒメガキ・・………………・

σ1α3505舵α8憩必（THUNBERG）マガキ…一一………・

Ostreidae　gen．et　sp、indet，

∠4吻漉（∠4吻吻）hα左o吻伽爵YOKOYAMA

ハコダテシラオガイ…一一一………9………………

Eμ‘郷5鷹伽（〈吻ウ伽o‘郷5罐磁）∫ψoπ加（DUNKER）

モシオガイ………・・………9一…一………・………

盈罐鮒貌警雛輿鵠喫響丘合“轡磁春二λ！＿。

旛笥響～（辮鰍禦！盈整マf像鰭2欄盈．．＿。9．

σα1殿8JJoρ∫‘3∫oπ8απα（YOKOYAMA）ケシフミガイ……

Co76♂‘ぬ（σoプ6伽」α）頭ρoπf昭PRIMAヤマトシジミ…

Eo妙∫oη‘7傷昭（YOKOYAMA）コデマリガイ

q％血4∫昭ηα‘μ痂πg∫（HANLEY）シオガマ

⑦‘」認‘6α御α」襯α濡（YOKOYAMA）マンゲツシオガマ

D40do惚（E8」α厩8磁）螂∫α（GOULD）ウソシジミ……

物ゆα（丁妙幽α）♂・伽α9αfKURODA＆HABE
トクナガハナシガイ・……一…一……9一…………
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1

種　　類　　名

試　　料　　名

Lμ漉o㎜60π‘8π∫1∫側窺（YOKOYAMA）ツキガイモドキ

P躍μ痂α（P躍顔肱）P露誠μ糀（DUNKER）

ウメノハナガイ…………一……・…………・・……・…

P∫JJμ6∫肱（陥伽6∫ηα）5∫7磁4TOKUNAGA）チヂミウメ

B8JJμ6’肱‘fη∫‘α（YOKOYAMA〉ムツキウメ……………

516’πだ」彪」αsp．…　一・・一・一一畳・一・5・一・一・一・一一一・一9・・一・…　一・

∠4鳩040窺α（盈あ溜磁）goπ履（ADAMS（A．））

イソカゼガイー………………・……………・…・9……

σ琶708剛58磁ρ側」αADAMS（A．）ヘノジガイ…………

ム吻ρoπoηり38JJα06Joπ9α∫α（YoKOYAMA）

マルヘノジガイ………一一
EμJo∫α㎜膨∫6α（REEVE）トリガイ・………・………9……

α’πo‘α頑μ勉（α吻6α74鋤η）6α」ψ7π芸8π58（DEsHAYEs）

エゾイシカゲガイ……………………一…………

α痂06σ4彪η3（F螂60‘α7漉琶η3）ゐr側π認（TOKUNAGA）

ブラウンスイシカゲガイ…………一……………

ハ㎞06α燐襯（κ88膨α）5α㎜rαπ鮮MAKIYAMA
シマキンギョ…………・………・………・………9…

〃1∫‘706∫膨gor吻鳩（YoKoYAMA）ミジンシラオガイ…

σαJJ麟α6h∫％郷‘5（HOLTEN）マツヤマワスレ…………

S礁劾規雄μψ鉱剛α（SOWERBY（G．B．H））

ウチムラサキ……一…………9……一…9一………

掘佛8∫ずな」α飛α76蔵DESHAYESチョウセンハマグリ

1）05砺α（搬砺0507πα）∫7056h8」’LISCKKEヤタノカガミ…

1）o豆πゴαsp．

拓ψh∫α（RψhJα）5‘hη8ZJJ侃α（DUNKER）オオスダレ…

ん頭αsp．・……・…・……一一……・D………………

乃ψ85（R％4如ρ85）oα■‘8gα」α（SOWERBY）ヒメアサリ…

σ・勉伽α（σ・喫h∫πα）π8必㈱蜘（Y・K・YAMA）

キタノフキアゲアサリ………・……・…・・…・……一

〃i876飢α7‘α5∫魏汐50漉（GOULD）ビノスガイ……………

CZα顔π6磁（PZα‘α雁η）‘どα昭（DILLWYN）ハナガイ……

乃o’o∫hα6α（．Pro∫o≠加6の幽408π爵（LlscHKE）オニアサリ

P■o∫o’hα6α（σα〃∫∫hα‘α）α吻郷∫（REEVE）エゾヌノメ　…
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第2表っづき

種類名
試料名

P70∫o∫hα6αsp．一・一・・一一。一・

∠4ηoη3αJo6α漉α（レ診r㎜oψα）痂綴如（YOKOYAMA）

アデャカヒメカノコアサリ………

CJ6膨π紘oα♂h6」8‘∫MABILLEフスマガイ…………一

乃‘1∫‘oJ加郷娚9鳩∫吻∫郷（SOWERBY）シオツガイ……

ハ4伽惚（κ副昭）（‘h枷π5∫5subsp．？）5μ」6伽吻REEvE

バカガイ　・・り……

ルf伽甜αsp．・一・一一一・一一一9り　　◎

駅努籍鰹鋸蛾鱒勲腕≦§鰹堅鮒＿、

勘乞5吻（掘α6∫70雁廊）o妙∫（GABB）ナガウバガイ……

R観α（R観8」墳）ク・た・hα雁繍PILSBRY

ヨコハマチヨノハナガイ……………・…・

Doπ礁（7㌃πゐ40肱κ）膨顔∫麗6π3なPILSBRY

キュウシュウナミノコ……………

σα7薮Ooゐ1α8郷）κ昭硲6那廊（YOKOYAMA）エゾマスオ…

σα7’sp，一り一一一一…　　　　響

π魏吻（丑磁μ」α）α飽如（REEVE）アケボノキヌタ…

Lψ∫o㎎α（Lψ∫o㎎α）α4観6α（GOULD）ナノハナ　……

σ4盈磁漉伽（YOKOYAMA）クサビザラ………………

0励4α彪67加（GOULD）トバザクラー………………・

ぶ傭彪π8認郷∫0舵68だHABEコメザクラ………………

3詔伽gμ傭7η加♂8鋸廊（YOKOYAMA）ニクイロザクラ

Mo群6‘」αプ6406π認5（LISCHKE）エドザクラ　ー…………・

E励μ伽α（E励μ伽α）漉‘∫ぬ」α（DUNKER）サクラガイ…

ゑπ4螂∂8吻」‘o‘485（YOKOYAMA）クモリザクラ　……

P8roπ赫α06肱Zo5α（SCHRENCK）サラガイ　ー一…一

ルf㏄o規αρrα8∫8物（v。MARTENS）オオモモノハナー一

κα60肌碑ψρoπ‘偲（TOKUNAGA）ニホンシラトリ……

ル耽伽α∫o砂06繍MAKIYAMAゴイサギガイ…………

So伽左那8窩獅漉ScHRENcKエゾマテ　………………

3∫物襯α伽（BRoDERIP＆SowERBY）オオミゾガイ…

S吻肱p琶」6h8磁（DUNKER）ミゾガイ…・・……………9

GS－TS1

1234567891011
GS－TS2

12345
GS－TS3

1234
GS－TS4

1234
GS－TS5

123456
一一一一一一F一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一F一一一F一一一
一一一一一一一一一一一一F一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一F一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藩
一一F一一一一一一一一FFF一一一一一一一一一一一一一一一一皐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醤一一一一一一一一一一一一一一一一C一一一一一一一一一一一一一椋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅
VAVA　A　C　F　F　C－F－F一一一一一一一一F　F　A　F一一一一一一VA專
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一F一一一一一一一一一一一一一一3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［一　　F　F　VA　VA　C　C　C　A　C　一　一　　F　一　一　一VA　VA　VA　－VA　A　－VA　一　一　一　一　一　一　　唱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黛r、一一一一一一一一一一一一一一一一C一一一一一一一一一一一一一
F一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一F一一一一一一一
一一一一一一一一F一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一F一一一一一一一
FF－FFCCAAC－FFF一一C一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一F一一一一一一一一一一　朗
一一一一一一一一F一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一CFF一一一F一一一一一一一一一一一一一一一一一
一F一一一一一一一一一一一F一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一FFF一一F－F一一一一一一一一一一F－F一一F
＿＿＿＿＿＿＿＿一一一一一一一一一一一一一F一一一一一一一一　歯
FFFCACFF一一一一一一一一一一一一F一一一一一一一一一
一F一一一F－F一一一F一一一一一一一一C一一一一一一一一一
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第2表っづき

種　類　名

試　　料　　名

　S〃幻μαsp，。…　　　。一・　・

　π磁8〃α07‘6π’α傭（YOKOYAMA）キヌマトイガイ

　君伽o卿α∫αψoπ加ADAMSナミガイ……・

　陥プ乞ω7ゐぬ粥切αηαガHABEマメクチベニ……………

　Cαワ・6・7ゐ吻（S・胤6・プ励）塀h・・伽（LAMARcK）

　クチベニ…………………………’…

　σαワ060r6ぬ（14鳩0607ゐぬ）08πμ吻（GOULD）

　クチベニデ…………………一

　ル勿（肋箆oη卯）α灘副αooηoμMAKrYAMA
　オオノガイ…………・

　0αμoηりα（（7ワ穿oη卯）わ螂06η廊YOKOYAMA

　ヒメマスオ・………・………。…………………………

　Po∫α郷0607δ麗」αα規μ18η5∫5（ScHRENcK）ヌマコダキガイ

　めαdo7αノZμ‘如05αGOULDミツカドカタビラ

　ハゆ440rαプαρo漉‘αHABEヒロカタビラ

　ルひ必07α惚68∫HABEムカシカタビラ

孕写響綾型響望讐（x照縣囎＿＿＿＿＿。＿。

Scaphopoda

　1）副α磁7η（んr砿6漉α伽η3）o吻π9㍑」α伽ηDONOVAN

　ヤカドツノガイ………………………………・……

D6惚」彪肌（君徽伽読μ寵）・伽9吻襯h徽9・π％規

　GOULDムカドツノガイ…………一……・……………

D6惚伽規（オπ励）吻∫8励・励KURODA
　キタノツノガイ………一99・

　D翻α伽彫（F観吻吻）πψρo漉即ηYOKOYAMA

　ヤマトツノガイ…………………9…

　Z）6初α」彪魏sp．

軟体動物の同定総個体数

GS－TS1 GS－TS2

12345678910112345
GS－TS3

1　2　3　4

GS－TS4

1　2　3　4

GS－TS5

1　2　3　4　5　6

一　　 F　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一

一F一一一一一一一一一一一F一一
一　 一　 一’一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　　 F

一一一一一一一一一一一一一F一一
F

F F F　F

一　一　一　一　　F　F　一

一　　F　一　一　一　一　一

一　一　一　一　一　　F　一

F

F F　F　C　C　C

F F

F

F一一一GFFFF一一一一一一一
一一一一一一一一F一一一F一一一
一一一一一FF一一一一一一一一一
一　 一　 一　 一　　 F　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一

F　F

C

F　C　C　F

一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　　 F　 一　 一　 一　 一

C

F一一一一一一F

F

一VA

　　　　　　　　　　　　　　　誉

　　　　　　　　C　C　　　風
　　　　　　　　　　　　　　　劃

　　　　　　　　　　　　　　　餅

　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

ー　 一　 一　 一　 一　 一　 一　　　並

一　一　一　一　一　一　一　　鑑

一　 一　 一　 一　 一　 一　 一　　 器
＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　　　 蜘
　　　　　　　　　　　　　　　o
一　一　一　一　一　一　一　　曝

　　　　　　　　　　　　　　　黙

　　　　　　　　　　　　　　　qロ

F C

F　A　C

一　 一　 一　 一　 一　 一　　C　　－　　C　　一

68　197　　60　　51　　71　137　　76　105　130　　13　　22　232　302　119　147　　93　　　8　　12 156　　39　　35　106 152　　58　185　　22　　61　　85

VA：饒産　　A：多産　　C：普通産・　F：少産

懸一
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第3　層序ボーリングのコアから産出した他の動物化石の種類と産出頻度

種　類　名

試　料　名

腔腸動物

　Hydrozoa

　　功470伽sp．

　Anthozoa

　　D8」吻α伽5sp．

　　砲670解≠h螂sp．……・一………………

　　FZ‘zゐ6〃配魏sp．

環形動物

　Polychaeta

　　D露7吻［α伽吻subsp、？］84・6繍

　　　（TOKUNAGA）ツノガイダマシ

　　36ψμ」αsp。

節足動物

　Crustacea

　　Gα〃ゴαη必5αsp，一・一・一一：・9・一一。。一・・一一一

　　拓かα卯伽卿ORTMANN
　　ヒラコブシガニ……………一

　　搬ゴ少昭sp．

　　職α如η2露（z　sp．一一・一・一・一・一一一・

　　Bα」朋灘■o昭PILSBRYアカフジツボ…

　　Balanidae　gen。et　sp。indet。・・・・・・・…　一

触手動物

　Bryozo＆

　　Bryozoa　gen．et　sp．indet．

棘皮動物

　Echino量dea

　　Regularia　gen，et　sp。indet9……・…

　　Eみμ」α磁α6麗αYOSHIWARAマメウニ

　　Irregularia　gen．et　sp。indet。

　　ト　ゲ……………………………

脊椎動物

　Chondrまchthyes
　　σα7‘hα7h痂郷sp．・・・・・・・・・・・・・・・…　9・・…　一・

　Osteichthyes

　　Teleostei　gen。et　sp．indet，…………

GS－TS1

1234567891011
GS－TS2

1　2　3　些　5

GS－TS3

1　2　　3　　4

GS－TS4

1　2　　3　　4

GS－TS5

1　2　3　4　5　6

十

＋什　＋　＋什什

＋一什＋什＋＋＋

一什　＋　＋　＋　＋　＋　＋　＋

一　一　一　一　一　十　十　十　十

十　　　　十　　　　　　　　十

十

十 十 十 十 十 什 十

十　十

十 什

十 十

＋　一1十什　＋什＋

　　一什　　　一

一一一一一汁
十　一　十　十　十

十

十　十　十

一　十

什廿
一　十

十

一　十

一什＋

一什

十

十

十

十

十

一一什

一什

　　　十

＋一・什

一什

十

十

十

十　一　一

一什什

＋・什

十　一　一

十　十　十

十

同定総数
（含砕片）

3

1
39

7

394

2

71

1

18

15

13

30

16

34

　1

177

42

1

1

一什：相対的に多産（10個以上）　＋；相対的に少産　　カニ・ウニ類の大部分は砕片の個数．
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匝］貝砕片

団砂管

〈一一　試料採取位置

第2図　層序ボーリングの地質柱状図と試料採取位置図

の組成は，互いに類似する．例えば，厚い砂礫層（sg）直

下から得られた試料GS－TS　H1，3－4および5－1では

σ脚♂・πα♂磁知π‘ho5♂o規・励3とP7gρ666」αク・切α窺漉が多産ない

し普通に産出する．また，P66伽（〃ぬhoρ86伽）’・砂・6η廊

は上述の試料GS－TS3－4と5－1から産出する．本化石

は，厚い砂礫層直下で青木・馬場（1981）によるC層（瀬

又・地蔵堂層）最上部に特徴的な貝化石でもある．

　（6）今回同定された貝化石のうち，下総層群上部から

産出した珍しい種類には，156hη・‘hど醜sp．があげられる．

　（7）軟体動物化石を除く他の動物化石の産出状況は，

試料毎の違いが明らかである（第3表）．すなわち，

D露膨ρα［α7露π哲痂αsubsp。？］6406η5露とπ6♂670りα♂h狐sp．など

のサンゴ類の産出は，GS－TS2号の各試料と砂礫層

（sg）直下の試料にそれぞれ著しい．また，ウニ類とカニ

類の産出は，GS－TS1・2号の砂礫層（sg）より上位の層

準から得られた試料に顕著である．

　（8）GS－TS2－5の試料から産出した0鰯hα7h伽3sp。

の歯の化石は，その大きさから判断し，体長1m前後

のサメであったと推定される（上野輝彌博士私信）．さら

に，マグロの腹椎骨と，クジラ類に寄生するCo7・πぬ

‘痂4伽αが，GS－TS2号から2．2km北西に位置する公共

下水管渠建設工事に伴う掘削土砂中から産出した1）（朝

日新聞，1983）．サメとマグロ類化石の産出した層準は，

ともに標高Om前後の海成の泥質細粒砂層であった．

かつてこの付近に発達していた海には，多種類の軟体動

物の生息に加え，クジラ・サメ・マグロなどの大型海棲

動物も回遊してきたものと推定される．

4．おわりに

　当地域の台地や低地に伏在する海成層中の貝化石は，

既に述べたようにボーリングによってしか採取すること

1）筆者の一人磯部らは，マグロ類化石に関する報告を予定している．

一650一



筑波研究学園都市のボーリングコアから得られた貝化石（磯部一洋ほか5名）

はできない．今回，筑波研究学園都市において5本の層

序ボーリングを実施した結果，多種類の貝化石を含む動

物を採取することができ，それらの同定を実施した，ま

た本稿では，貝化石の産出頻度にみられる特徴につい

て，若干の説明を試みた．

今後，ボーリングコアから産出した貝化石について，

HDM特性曲線（OGosE，1961）などによる地理的分布型

の解析や本地域に関する既存報告による貝化石の産出状

況との比較検討を詳細に行う必要があろう．また，第2

表・第3表に示した動物化石と，珪藻・花粉・有孔虫な

どの微化石との総合解析を早急に実施すべきである．
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